
温暖な気候が好まれ、多くの邸宅、別荘地が建設されました。須磨寺公園周辺には約千本の桜が植え
られ桜の名所となり、遊園地としてもたくさんの人でにぎわっていました。また境浜海水浴場は、夏の
レクリエーションとして大人気でした。

昭和20年代から40年代の海の日には須磨海岸で納涼花火大会が行われ、昭和30年代後半には、みなとの祭で区民全体
が楽しめるような行事「時代風俗行列」が行われていました。北須磨地域は田んぼや畑があり、農村風景が多くみられ
ました。

須磨海浜公園内に須磨水族館が開園、鉢伏山に須磨浦山上遊園が開園、須磨離宮公園・須磨海釣り公園など多くのレジャー
施設ができ、たくさんの人でにぎわっていました。

ニュータウンの開発、神戸市営地下鉄の開通に伴い、北須磨地域は文教・スポーツ地区として発展しました。また、学校や
公共施設、ショッピング・ゾーンが整備され、須磨区の人口は飛躍的に増えていきました。

ユニバーシアード神戸大会（昭和60年） 須磨海水浴場（昭和60年代）

衣掛町付近の街並み（昭和40年代）

海釣り公園（昭和40年代） 須磨ヨットハーバー（昭和50年代）

須磨海浜公園（昭和40年代）

天井川公園（昭和50年代）

第1回神戸まつり須磨音楽の森（昭和46年）

板宿商店街前（昭和40年代）

離宮道（昭和40年代）

国道2号を走る市電（昭和40年代）天神橋を走る市電（昭和40年代）

須磨海浜公園（昭和30年代）

須磨ビーチハウス（昭和30年代）国民宿舎須磨荘（昭和30年代）

旧国鉄須磨駅前（昭和30年代後半）

須磨浦ロープウェイ（昭和30年代）

須磨水族館（昭和30年代）

須磨離宮公園（昭和40年代）
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